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ケーブル 

本 装 置 の ケ ー ブ ル 類 を 抜 き 差 し す る 場 合 に は 、 先 に 装 置 の 電 源 ケ ー ブ ル を 抜 い て く だ さ い 。 
 
本 装 置 の ケ ー ブ ル 類 は 、 足 な ど を 引 っ か け な い よ う に 整 理 し て く だ さ い 。 
ケ ー ブ ル 類 に 足 な ど を 引 っ か け る と 、 危 険 で す 。 
ま た 、 本 装 置 の 使 用 中 に 電 源 ケ ー ブ ル が 抜 け る と 、 重 要 な デ ー タ が 失 わ れ る こ と も あ り ま す 。 

電 源 
安 全 の た め に 、 電 源 （AC100V）コンセントには、必ずアースを取ってください。 
アースを接続しないと、感電の原因となります。 
 
本装置の電源ケーブルは、タコ足配線にしないでください。 
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2 機能 
 

この章では，本装置の主な機能について説明します。 
この章の内容を以下にまとめます。 

 

－ ノーマルモードと設定モード 

－ セキュリティ 

－ ヘルプ 

－ データリンクプロトコル 

－ IPホスト機能 

－ IPルーティング機能 

－ IPXルーティング機能 

－ IP, IPXパケットフィルタリング機能 

－ ブリッジング機能 

－ ISDNに関する機能 
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スタティックルーティング  

本装置は，ルーティング情報を設定により有効にするスタティックルーティングをサポート

しています。 
スタティックルーティングは，装置に設定された経路情報に従って経路を決定する方法です。 
IP
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RIPフィルタリング  
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WAN-WANルーティング機能  

本装置は，ISDN回線から受信したデータが ISDN回線を介した先の相手宛である場合，その
データをその相手へ送信する機能（
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2.6.3 
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SPX spoofing機能  

本機能は，SPX KeepAlive機能において，サーバ・クライアントからの SPX KeepAlive要
求パケットに対して，ルータで代理に応答する機能です。 
以下に SPX spoofing機能使用例を示します。 
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2.7 IP,IPXパケットフィルタリング機能 



 

2-17 

2.7.2 送信元／宛先アドレスによるフィルタリング 

以下に IP
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2.9.1 通常のデータ通信 

ISDN
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2.9.5 最大２０箇所の相手との通信 

本装置は ISDNを介して最大２０箇所の LANと接続することができます。中継データ
による接続を行う際は，本装置が中継データを解析して，接続すべき相手に接続を行いま

す。以下に IP，IPXパケットおよびブリッジングフレームによる自動接続例を示します。 
 

関連するコマンド 
ｉｓｄｎ（multimode） 

 

 
（１）IPパケットによる複数相手自動接続  

以下に複数相手に対する IPパケットによる自動接続例を示します。リモートルータ Aは，
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ｒｔｃｏｎｔｏｌ（send=off,recv=off） 
（本機能の動作モード） 
ｉｓｄｎ（multimode=on） 

 

（２）IPXパケットによる複数相手自動接続  

以下に複数相手に対する IPXパケットによる自動接続例を示します。リモートルータAは，
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2.9.8 呼確立リミッタ 

本装置では，ISDN回線を使用する場合，運用，設定などのミスから ISDNが長時間接
続されたままになり，思わぬ課金が発生するのを防ぐための，呼確立リミッタを備えてい

ます。 
 
呼確立リミッタは，本装置に対する接続リミッタと，接続相手毎のリミッタの 2種類が
あります。 

 
－ ISDNを接続し続けた時間を基にする 
（連続接続時間呼確立リミッタ） 

－ 相手毎の接続累計時間または，発呼回数を基にする 
（相手毎呼確立リミッタ） 

 

 

（１）連続接続時間呼確立リミッタ  

本機能では，ISDNが接続され続けその時間が指定時間に達したとき，自動的に装置を停止
し，ISDNを切断します。連続接続時間呼確立リミッタにより ISDNが切断された場合は，
HUB
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2.10 FRに関する機能 
本装置では FRを介して行うデータ通信において，以下に示す特徴を持っています。 
この章では，これらの特徴についてまとめます。 

 

－ FR上のエンカプセル 

－ 接続相手アドレスの登録方法 

－ データ圧縮機能 

－ FRネットワークの構築方法 

－ 輻輳検出およびスループット制御 

－ FR網上のフレーム総数の軽減方法 
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メッシュ型のネットワークの構築  

メッシュ型のネットワークは，データ転送を行う拠点間すべてに PVCを設定してネッ
トワークを構築する方法です。メッシュ型のネットワークの構築例を以下に示します。 
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2.10.5 輻輳検出およびスループット制御 

本装置の輻輳の検出およびスループットの制御方法は，「TTC（電信電話技術委員会）
標準 JT-Q922」および NTTの「フレームリレーインタフェース条件説明資料 第 1版」
に従います。 
また，輻輳制御に関するパラメータは変更可能なので，接続する FR網サービスに合わ
せた装置の運用が可能です。 

 
 
 

輻輳検出方法  

‖„ ‚  ― ”ῲ‚ ―΅‴ ῀

－ FECNによる輻輳検出を行わない。 
9
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2.14 フレームトレース機能 
本装置は，以下ず 種輪  
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2.17 FTPを利用したリモートメンテナンス 
本装置では，リモートメンテナンスとして，同一 LAN上のホスト（FTPクライアント）から

FTPでログインすることができます。FTPでログインすることにより以下の作業を行うことがで
きます 
 
－ システムファームウェアの転送（リードおよびライト） 

－ 構成定義情報の転送（リードおよびライト） 

－ ログ（エラーログ，ラインログ，トラップログ）の取得 

－ 装置のリセット 
 

FTP
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設定例２．FR（128kbit/s）を使用する場合  

遠隔地と FR¥s
¢
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設定例４．ISDN Bチャネルを１回線（複数相手接続）使用する場合  

複数の遠隔地にある LANを，ISDN Bチャネル１回線を通常回線として接続します。相手の
ターゲット名と ISDN番号を登録しておくことにより，複数の相手と接続することができます。 
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SNMP 
コマンド：ｓｎｍｐ 
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IPフィルタリングテーブル 
（forward:最大 32エントリ discard:最大 16エントリ） 

コマンドコマンド：ｉｐｆｉｌｔｅｒｉｎｇ 
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RIPフィルタリングテーブル 
 (ifpropagate:最大 40エントリ) 

コマンド：ｉｆｐｒｏｐａｇａｔｅ 

 
 

 

Proxy ARP 
コマンド：ｉｐｒｏｕｔｉｎｇ 
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IPXルーティング 
コマンド：ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 

 
 

 

IPXルーティング／フ㎈
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IPXフィルタリング(forward：最大 32エントリ，discard：最大 16エントリ) 
コマンド：ｉｐｘｆｉｌｔｅｒｉｎｇ 
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